






































修するのに対して、リハビリテーションを学ぶ学生 OT) 2年次（35名）・ 3年次（34名） ・4年次（35名）、


































































強く思う やや思う どちらでもない やや思わない まったく思わない
OT 2 (35名） 8 23 4 1 。
OT 3 (34名） 11 21 2 。 。
OT 4 (35名） 14 19 2 。 。
Ns 2 (50名） 31 16 1 1 。
Ns 4 (65名） 40 22 3 。 。





















という意見が挙がった ［表 2la 
表2 感染症と感染対策に関する学習が必要だと思った理由 （複数回答可）
OT3 OT2 OT4 Ns 2 Ns4 教員
(34名） (35名） (35名） (50名） (65名） (12名）
医療従事者になる ・臨床の現場に出る上で必要 11 7 16 11 29 7 
実習時に必要性を感じた 。 。 6 。 4 。
自身を守る ・体調を管理するため 4 5 4 6 8 2 
患者の体調を悪化させない－健康を守るため 3 2 4 。 1 J一L、
知識として知っておくべき ・知っておきたい 4 5 5 5 7 。
予防 1 3 1 4 一i， 。
国家試験に出題されるから 。 。 1 。 7 。
周囲への影響や拡大の恐れがあるため 5 1 。 4 2 。

































OT3 OT4 Ns 2 Ns4 教員
(34名） (35名） (50名） (65名） (12名）
4 11 5 7 1 
4 4 8 16 。
8 13 7 26 4 
10 14 7 9 2 
1 4 。 6 1 。 。 1 2 。
2 4 4 6 2 
3 1 4 3 2 
3 2 4 1 。
1 5 2 4 1 
2 。 1 4 2 。 。 。 4 1 
1 1 2 。 。







知っている 聞いたととはある まったく知らない 無回答
OT 2 (35名） 2 
OT 3 (34名） 。
OT 4 (35名） 3 
Ns 2 (50名） 41 

























知っている 聞いたことはある まったく知らない 無回答
OT 2 (35名） 1 15 19 。
OT 3 (34名） 1 13 20 。
OT 4 (35名） 2 17 15 1 
Ns 2 (50名） 8 25 15 2 
Ns 4 (65名） 38 25 2 。
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Abstract 
Abstract: The requirement of studies on infective disease and preventive measures in students 
of rehabilitation sciences were investigated by the results of enquiries on recognition of infectious 
disease in students of nursing and occupational ther・apy.The su同ectswere two hundred 
nineteen university students of nursing and occupational therapy. We conducted an anonymous 
survey on the subjects using a self-completed questionnaire. A large part of the su切ects
answered the requirement of studies on infective disease, infective pathway and preventive 
measures. The students of nursing were learned on infective disease and preventive measures, 
which are considered to be related to knowledge of standard precaution than that in students of 
occupational therapy. These results indicate that the studies of infective disease and preventive 
measures before clinical practice in students of rehabilitation sciences required for effective 
clinical practice. 
Key word : infective disease, infective pathway and preventive measures, standard precaution, 
rehabilitation sciences-student 
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